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附 則  

流 山 市 政 は 、 流 山 市 民 （ 以 下 「 市 民 」 と い う 。） の 負 託 に よ る

も の で あ っ て 、 そ の 権 利 の 源 は 市 民 に あ る 。 そ の 権 能 は 、 選 挙 に

よ っ て 選 ば れ た 市 民 の 代 表 者 で あ る 市 長 と 選 挙 に よ っ て 選 ば れ

た 議 員 に よ っ て 構 成 さ れ る 流 山 市 議 会 （ 以 下 「 議 会 」 と い う 。）

が 、 市 民 福 祉 の 向 上 の た め 、 市 民 の 要 望 を 把 握 し て 行 使 す る 。  

こ の 条 例 は 、主 権 在 民 を 基 調 と す る 民 主 主 義 の 原 理 に 基 づ い て

い る 。  

市 政 の 運 営 は 、 日 本 国 憲 法 に 基 づ く 二 元 代 表 制 の 下 で 、 市 長 と

議 会 は 市 民 の 負 託 を 更 に 重 く 受 け 止 め て 活 動 し 、市 長 は 執 行 機 関

と し て 、 議 会 は 合 議 制 の 議 事 機 関 と し て 、 そ れ ぞ れ の 異 な る 特 性

を 活 か し な が ら 、 競 い 合 い 、 協 力 し 合 わ な け れ ば な ら な い 。 そ し

て 、市 長 と 議 会 に は 、緊 張 関 係 の 下 で 、論 点 及 び 争 点 を 明 確 に し 、

流 山 市 に と っ て 最 良 の 意 思 を 決 定 す る こ と で 、市 民 全 体 の 福 祉 向

上 と 地 域 社 会 の 活 力 あ る 発 展 を 目 指 し て い く 使 命 が 課 せ ら れ て

い る 。  

新 し い 地 方 主 体 の 時 代 を 迎 え 、地 方 自 治 の 範 囲 が 拡 大 し た 今 日 、

住 民 に 最 も 身 近 で 基 礎 的 な 自 治 体 で あ る 市 町 村 の 自 治 権 を 拡 充

し 、 こ れ を 生 活 者 の 視 点 に 立 っ た 「 地 方 政 府 」 に 近 づ け て い く こ
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と が 求 め ら れ て い る 。  

よ っ て 議 会 に は ､こ れ ま で 以 上 に 監 視 、 調 査 、 政 策 立 案 及 び 立

法 の 機 能 強 化 が 求 め ら れ て い る 。  

さ ら に 、 積 極 的 な 情 報 公 開 を 率 先 し て 行 い 、 よ り 一 層 市 民 に 開

か れ た 議 会 を 実 現 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 議 会 は 市 民 の 多 様

な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 日 々 努 力 し 、常 に 市 民 と の 対 話 を

行 い 、 市 民 の 声 を 汲 み 取 り な が ら 、 議 員 間 で 自 由 か っ た つ な 討 議

を 重 ね 、市 民 に 信 頼 さ れ る 議 会 運 営 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。 

議 会 は 、 こ の 崇 高 な 理 念 と 目 的 を 達 成 す る こ と を 誓 い 、 こ こ に

流 山 市 議 会 基 本 条 例 を 制 定 す る 。  

 

第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 の 本 旨 に 基 づ き 、 議 会 運 営 に お け

る 規 範 的 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、市 民 の 負 託 に 的 確 に こ た え 、

市 民 福 祉 の 向 上 及 び 市 勢 の 伸 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 他 の 条 例 と の 関 係 ）  

◆ 第 １ 条 の 解 説 ◆  

条 例 の 目 的 は 、 議 会 運 営 に お け る 規 範 的 事 項 を 明 文 化 す る こ と に よ

り 、 市 民 福 祉 の 向 上 と 市 勢 の 伸 展 に 寄 与 す る こ と で あ る と 規 定 し て

い ま す 。 こ こ で の 「 地 方 自 治 の 本 旨 」 と は 、 日 本 国 憲 法 で 定 め ら れ

て い る 「 住 民 自 治 」 と 「 団 体 自 治 」 で す 。 「 住 民 自 治 」 と は 、 そ の

地 域 の 住 民 の 意 志 に 基 づ い て 地 方 行 政 の 運 営 が 行 わ れ る こ と を い い

ま す 。 「 団 体 自 治 」 と は 、 地 方 の 運 営 は 地 方 の 住 民 の 意 思 を 反 映 し

た 、 国 と は 別 個 の 統 治 機 構 に よ っ て 自 主 的 に 団 体 の 事 務 （ 地 方 の 行

政 ） を 担 当 す る 機 能 を 有 す る こ と を い い ま す 。 つ ま り 、 国 の 政 府 か

ら 独 立 し た 地 方 固 有 の 政 府 の 存 在 を 認 め る も の で す 。 地 方 の 実 情 は

地 方 に よ っ て 様 々 で あ り 、 こ れ を 国 が 一 元 的 に 処 理 す る こ と は 非 効

率 で 不 合 理 で あ る か ら 各 地 方 に 決 定 権 を 委 ね る べ き で あ る 、 と い う

地 方 分 権 の 考 え 方 の 源 で す 。  
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第 ２ 条  第 １ 条 の 規 定 に 基 づ き 、こ の 条 例 の 趣 旨 に 反 し た 議 会 運

営 に 関 す る 条 例 、 規 則 等 を 制 定 し て は な ら な い 。  

 

 

 

 

 

第 ２ 章  議 会 の 運 営 原 則 及 び 議 員 の 活 動 原 則  

（ 議 会 の 運 営 原 則 ）  

第 ３ 条  議 会 は 、次 に 掲 げ る 原 則 に 基 づ き 運 営 を 行 う も の と す る 。 

（ １ ） 公 開 性 、 公 正 性 、 透 明 性 及 び 信 頼 性 を 確 保 し 、 市 民 に 開 か

れ た 議 会 を 目 指 す こ と 。  

（ ２ ） 市 民 を 代 表 す る 議 事 機 関 で あ る こ と を 常 に 自 覚 し 、 市 長 そ

の 他 の 執 行 機 関 （ 以 下 「 市 長 等 」 と い う 。） の 市 政 運 営 状 況

を 監 視 す る こ と 。  

（ ３ ） 市 民 の 多 様 な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め 、 市 政 に 反

映 さ せ る た め の 議 会 運 営 を 目 指 す こ と 。  

（ ４ ） 議 員 相 互 間 の 討 議 を 十 分 に 尽 く し て 、 合 意 形 成 に 努 め る こ

と 。  

（ ５ ） 流 山 市 議 会 会 議 規 則 （ 昭 和 ４ ２ 年 流 山 市 議 会 規 則 第 １ 号 。

以 下 「 会 議 規 則 」 と い う 。 ） 、 流 山 市 議 会 委 員 会 条 例 （ 昭 和

４ ２ 年 流 山 市 条 例 第 １ １ 号 。 以 下 「 委 員 会 条 例 」 と い う 。）

及 び 議 会 に お け る 先 例 又 は 申 し 合 わ せ 事 項 は 、継 続 し て 精 査

し 、 必 要 が あ れ ば 見 直 し を 行 う こ と 。  

（ ６ ） 市 民 が 傍 聴 の 必 要 性 を 認 識 で き る 議 会 運 営 に 努 め る こ と 。 

（ ７ ） 分 か り や す い 言 葉 、 表 現 を 用 い た 議 会 運 営 に 努 め る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

◆ 第 ２ 条 の 解 説 ◆  

議 会 運 営 に 関 係 す る 条 例 や 、規 則 等 を 制 定 す る 場 合 に は 、こ の 議 会

基 本 条 例 の 趣 旨 と 整 合 を 図 ら な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い

ま す 。  

◆ 第 ３ 条 の 解 説 ◆  

地 方 公 共 団 体 の 議 会 は 、 住 民 に よ っ て 直 接 選 挙 さ れ た 議 員 で 構

成 さ れ る 議 事 機 関 で す 。  

議 事 機 関 と は 、 議 会 が 地 方 公 共 団 体 の 意 思 を 決 定 す る 機 関 で あ  

る こ と を 意 味 し 、 こ の こ と は 憲 法 ９ ３ 条 で 定 め ら れ て い ま す 。  
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（ 議 員 の 活 動 原 則 ）  

第 ４ 条  議 員 は 、次 に 掲 げ る 原 則 に 基 づ き 活 動 を 行 う も の と す る 。 

（ １ ）議 会 が 言 論 の 府 で あ る こ と 及 び 合 議 体 で あ る こ と を 十 分 認

識 し 、 議 員 間 の 自 由 な 討 議 を 重 ん じ る こ と 。  

（ ２ ） 市 民 の 多 様 な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め 、 市 民 全 体

と し て の 福 祉 向 上 を 目 指 す こ と 。  

（ ３ ） 議 員 立 法 に よ る 積 極 的 な 条 例 提 案 を 行 う よ う 努 め る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 会 派 ）  

第 ５ 条  議 員 は 、同 一 理 念 を 共 有 す る 他 の 議 員 と 結 成 し た 政 策 集

団 と し て 、議 会 活 動 を 行 う た め の 会 派 を 結 成 す る こ と が で き る 。 

２  会 派 は 、 政 策 立 案 、 政 策 決 定 、 政 策 提 言 等 に お い て 議 論 を 尽

◆ 第 ４ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、 言 論 の 府 と し て 多 数 の 議 員 に よ る 合 議 を 重 視 す る 組

織 で あ り 、 そ の 役 割 を 果 た す た め 、 議 員 相 互 間 の 自 由 か っ 達 な

討 議 を 推 進 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 員 は 議 会 を 構 成 す る 一 員 で あ り 、 市 政 全 般 の 課 題 と 市 民 の

多 様 な 関 心 や 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め て 、 市 民 全 体 の

福 祉 向 上 の た め に 活 動 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

③ 議 員 は 自 己 研 鑽 等 に よ っ て 政 策 水 準 の 向 上 を 図 り 、 積 極 的 な

条 例 提 案 を 行 う 活 動 に 努 め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

議 会 に は 、 条 例 を 制 定 し 、 地 方 公 共 団 体 の 行 政 運 営 の 基 本 的 事

項 を 議 決 し 、 市 政 運 営 の チ ェ ッ ク を 行 う 責 務 が あ り ま す 。 そ の

際 に は 、 市 民 の 間 に 存 在 す る 多 様 な 関 心 や 意 見 を 集 約 し た も の

を 議 会 に 反 映 さ せ 、 議 員 相 互 間 の 討 論 を 十 分 に 尽 く し て 合 意 形

成 す る こ と や 、 分 か り や す い 言 葉 や 表 現 を 用 い た 自 律 的 議 会 運

営 に 努 め な け れ ば な り ま せ ん 。  

市 民 の 代 表 に ふ さ わ し い 、 身 近 で 開 か れ た 議 会 を 実 現 し て い く

た め に 必 要 な 議 会 運 営 の ７ つ の 原 則 を 本 条 に お い て 規 定 し て い

ま す 。  
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く し 、 そ の 意 思 を 表 明 す る こ と が で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

（ 代 表 者 会 議 ）  

第 ６ 条  代 表 者 会 議 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、流 山 市 議 会 代 表 者 会

議 要 綱 （ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 議 会 告 示 第 １ 号 ） で 定 め る も の と す

る 。  

 

 

 

 

（ 全 員 協 議 会 ）  

第 ７ 条  全 員 協 議 会 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、流 山 市 議 会 全 員 協 議

会 要 綱 （ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 議 会 告 示 第 ２ 号 ） で 定 め る も の と す

る 。  

 

 

 

 

（ 議 長 の 権 限 と 役 割 ）  

第 ８ 条  議 長 の 権 限 に つ い て は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第

６ ７ 号 。以 下「 法 」と い う 。）に 定 め る と こ ろ に よ る も の と し 、

そ の 役 割 に つ い て は 、 会 議 規 則 で 定 め る も の と す る 。  

 

 

第 ３ 章  市 民 と 議 会 の 関 係  

第 ３ 章  市 民 と 議 会 の 関 係  

◆ 第 ５ 条 の 解 説 ◆  

① 議 員 は 、 同 一 理 念 を 持 つ 他 の 議 員 と 結 成 し た 政 策 集 団 を 、 議

会 活 動 を 行 う た め の 会 派 と し て 届 け 出 る と こ が 出 来 る と い う 、

会 派 の 結 成 根 拠 に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

② 会 派 は 、 政 策 等 に つ い て 十 分 な 議 論 を 尽 く し た そ の 意 思 に つ

い て 、 会 議 に お い て 意 見 表 明 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 ６ 条 の 解 説 ◆  

代 表 者 会 議 の 目 的 ・ 構 成 ・ 運 営 な ど に つ い て は 、 流 山 市 議 会 代 表

者 会 議 要 綱 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 ７ 条 の 解 説 ◆  

全 員 協 議 会 の 目 的 ・ 構 成 ・ 運 営 な ど に つ い て は 、 流 山 市 議 会 全

員 協 議 会 要 綱 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 ８ 条 の 解 説 ◆  

議 長 の 権 限 に つ い て は 、 法 に 定 め ら れ て い る も の で あ り 、 そ の

役 割 に つ い て は 、 会 議 規 則 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い

ま す 。  
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（ 市 民 参 加 及 び 市 民 と の 連 携 ）  

第 ９ 条  議 会 は 、議 会 活 動 に 関 し て 有 す る 情 報 を 積 極 的 に 公 表 し 、

透 明 性 を 高 め る と と も に 、説 明 責 任 を 十 分 に 果 た す も の と す る 。 

２  議 会 は 、 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 を 多 様 に 設 け 、 議 員 の 政 策 立

案 能 力 を 強 化 す る と と も に 、政 策 提 案 の 拡 大 に 努 め る も の と す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 議 会 報 告 会 ）  

第 １ ０ 条  議 会 は 、市 民 へ の 報 告 と 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 と し て 、

議 会 報 告 会 を 行 う も の と す る 。  

２  議 会 報 告 会 に 関 す る こ と は 、 別 に 定 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 章  議 会 と 行 政 の 関 係  

◆ 第 ９ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 が 市 民 に 対 し て 果 た す べ き 重 要 な 責 任 は 、 活 動 の 情 報 公

開 に よ っ て 透 明 性 を 高 め る こ と や 、 審 議 等 に お け る 論 点 や 争 点

の 説 明 責 任 を 十 分 果 た す こ と で あ る と 規 定 し て い ま す 。  

② 市 民 と 議 会 は 、 今 後 も 双 方 向 の 関 係 を 築 い て い く こ と が 必 要

で あ り 、 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 を 多 様 に 設 け る こ と に よ り 、 市

民 の 関 心 や 意 見 を 把 握 し て 、 議 員 の 政 策 立 案 能 力 を 強 化 し 、 政

策 提 案 の 拡 大 に 努 め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 1 0 条 の 解 説 ◆  

前 条 第 2 項 の 「 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 」 の １ つ と し て 、 議 会 自

ら が 積 極 的 に 地 域 に 出 向 き 、 直 接 、 市 民 に 対 し て 政 策 提 言 な ど

議 会 活 動 の 状 況 を 報 告 し 、 市 政 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と と も

に 、 市 民 の 関 心 や 意 見 を 直 接 お 聞 き す る 貴 重 な 機 会 と し て 議 会

報 告 会 を 位 置 づ け て 実 施 し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。 な お 、

議 会 報 告 会 の 開 催 単 位 や 報 告 会 で の 議 員 の 役 割 等 の 詳 細 に つ い

て は 、 別 途 定 め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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 （ 議 会 と 市 長 等 と の 関 係 ）  

第 １ １ 条  議 会 審 議 に お け る 議 員 と 市 長 等 と の 関 係 に つ い て は 、

緊 張 関 係 を 保 持 す る も の と す る 。  

２  会 議 に お け る 議 員 と 法 第 １ ２ １ 条 の 規 定 に よ り 議 場 に 出 席

し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 説 明 員 」 と い う 。） は 、 論 点 及

び 争 点 を 明 確 に し な け れ ば な ら な い 。  

３  会 議 に お い て 、 議 員 は 、 一 問 一 答 方 式 を 積 極 的 に 活 用 し 、 説

明 員 は 、 議 長 の 許 可 を 得 て 、 議 員 の 質 問 等 に 対 し て 反 問 す る こ

と が で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 適 正 な 議 会 費 の 確 立 ）  

第 １ ２ 条  議 会 は 、 適 正 な 議 会 の 活 動 費 を 確 立 す る た め 、 自 ら 議

会 費 の 予 算 要 望 書 を 作 成 し 、 市 長 に 提 出 す る こ と が で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

（ 法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 議 決 事 件 ）  

第 １ ３ 条  法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、議 会 の 議 決 す べ き 事

件 は 、法 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 基 本 構 想 に 基 づ く 基 本 計 画 を

策 定 す る こ と と す る 。  

 

◆ 第 1 1 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 審 議 に お い て 議 員 と 市 長 等 と は 緊 張 関 係 を 保 持 す る こ と

を 規 定 し て い ま す 。  

② 二 元 代 表 制 に お け る 議 会 と 説 明 員 と は 、 緊 張 関 係 を 保 持 し 、

会 議 の 論 点 及 び 争 点 を 明 確 に す る た め に 、 一 般 質 問 で の 一 問 一

答 方 式 の 積 極 的 な 活 用 を す る こ と と 、 説 明 員 か ら 議 員 へ 反 問 す

る こ と が で き る 旨 を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 1 2 条 の 解 説 ◆  

予 算 編 成 権 は 市 長 の 専 決 事 項 で す が 、 議 会 は 、 二 元 代 表 制 の 一

翼 を 担 う 立 場 か ら 、 適 正 な 議 会 活 動 を 行 う た め の 「 議 会 費 」 に

つ い て 、 議 論 を 十 分 尽 く し 、 議 会 自 ら が 「 予 算 要 望 書 」 を 作 成

し て 議 長 を 通 じ て 市 長 に 提 出 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（ 市 長 に よ る 政 策 形 成 過 程 の 説 明 ）  

第 １ ４ 条  議 会 は 、市 長 が 提 案 す る 重 要 な 計 画 、政 策 、事 業 等（ 以

下 「 政 策 等 」 と い う 。） に つ い て 、 議 会 審 議 に お け る 論 点 情 報

を 整 理 し 、 そ の 政 策 等 の 水 準 を 高 め る た め 、 市 長 に 対 し 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 事 項 の 説 明 を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。  

（ １ ） 政 策 等 を 必 要 と す る 背 景  

（ ２ ） 提 案 に 至 る ま で の 経 緯  

（ ３ ） 市 民 参 加 の 実 施 の 有 無 及 び そ の 内 容  

（ ４ ） 他 の 自 治 体 の 類 似 す る 政 策 と の 比 較 検 討  

（ ５ ） 総 合 計 画 に お け る 根 拠 又 は 位 置 付 け  

（ ６ ） 政 策 等 の 実 施 に 係 る 財 源 措 置  

（ ７ ） 将 来 に わ た る 政 策 等 の 効 果 及 び コ ス ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 予 算 及 び 決 算 に お け る 説 明 ）  

◆ 第 1 3 条 の 解 説 ◆  

法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 で は 、 議 会 で 決 定 し な け れ ば な い （ 議 決 ） 事

項 を 規 定 し て い ま す が 、 第 ２ 項 で 、 そ れ ら 以 外 に 重 要 な も の は

条 例 に よ り 決 め る 事 が で き る と い う 規 定 に な っ て い ま す 。  

こ の 議 会 基 本 条 例 で は 、 議 会 と 市 長 等 が 透 明 性 の 高 い 責 任 を と

も に 担 う た め に 、 市 政 運 営 の 総 合 的 な 指 針 と な る 基 本 構 想 に 基

づ く 基 本 計 画 に つ い て も 、 あ ら た に 議 決 項 目 と す る こ と を 規 定

し て い ま す 。  

 

◆ 第 1 4 条 の 解 説 ◆  

市 長 等 が 、 重 要 な 政 策 等 を 提 案 す る 場 合 ７ つ の 条 件 を 示 す 説 明

責 任 の ル ー ル 化 を 規 定 し て い ま す 。 こ れ は 、 政 策 水 準 の 向 上 と 、

議 会 審 議 に お け る 、 公 正 性 ・ 透 明 性 の 確 保 及 び 論 点 の 明 確 化 を

図 る た め 、 政 策 等 を 必 要 と す る 背 景 か ら 将 来 コ ス ト ま で の 説 明

を 求 め る こ と で 、 提 出 さ れ る 政 策 等 の 信 頼 性 が 高 ま る と 考 え ら

れ ま す 。 こ こ で 言 う 重 要 な 政 策 等 と は 、 中 ･長 期 に わ た る ま ち づ

く り の 基 本 方 針 や 市 民 生 活 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 予 想 さ

れ る 計 画 及 び 施 策 事 業 で す 。  
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第 １ ５ 条  議 会 は 、 予 算 及 び 決 算 の 審 議 に 当 た っ て は 、 前 条 の 規

定 に 準 じ て 、 市 長 に 対 し 、 分 か り や す い 施 策 別 又 は 事 業 別 の 説

明 を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

第 ５ 章  自 由 討 議 の 保 障 及 び 拡 大  

（ 自 由 討 議 の 保 障 及 び 拡 大 ）  

第 １ ６ 条  議 会 は 、 言 論 の 府 で あ る こ と を 十 分 に 認 識 し 、 議 員 相

互 間 の 自 由 討 議 を 中 心 と し た 運 営 に 努 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、 前 項 の 議 員 相 互 間 の 自 由 討 議 を 拡 大 し 、 条 例 、 意 見

書 等 の 議 案 提 出 を 積 極 的 に 行 え る よ う 努 め る も の と す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 章  委 員 会 の 活 動  

（ 委 員 会 の 適 切 な 運 用 ）  

第 １ ７ 条  議 会 は 、 市 政 の 諸 課 題 を 適 正 に 判 断 し 、 委 員 会 の 専 門

性 と 特 性 を 活 か し た 適 切 な 運 営 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  議 会 は 、 常 任 委 員 会 、 特 別 委 員 会 等 の 運 営 に 当 た り 、 参 考 人

制 度 及 び 公 聴 会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る も の と す る 。  

３  委 員 会 審 査 に 当 た っ て は 、 資 料 等 を 積 極 的 に 公 開 し 、 市 民 に

分 か り や す い 議 論 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

４  委 員 会 は 、委 員 会 条 例 に 定 め る と こ ろ に よ り 公 開 し な け れ ば

◆ 第 1 5 条 の 解 説 ◆  

市 長 等 は 、 予 算 や 決 算 の 審 議 に お い て も 、 市 民 の 代 表 で あ る 議

員 の 議 会 審 議 が 深 め や す い よ う 、 前 条 の 主 旨 に 準 じ た 分 か り や

す い 説 明 資 料 の 作 成 な ど を 行 う よ う 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 1 6 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 討 論 の 場 （ 言 論 の 府 ） で あ る と の 原 則 か ら 、 議 会 の 会

議 は 、 議 員 間 の 自 由 討 議 を 中 心 と し た 運 営 に 努 め て い く こ と を

規 定 し て い ま す 。  

② 自 由 討 議 を 積 極 的 に 推 進 し 、 議 員 間 に お い て 多 様 な 意 見 を 出

し 合 う こ と に よ り 、 議 員 自 ら も 、 積 極 的 な 政 策 提 言 や 条 例 提 案

等 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ７ 章  政 務 調 査 費  

（ 政 務 調 査 費 の 執 行 及 び 公 開 ）  

第 １ ８ 条  政 務 調 査 費 は 、議 員 が 政 策 立 案 又 は 提 案 を 行 う た め の

調 査 及 び 研 究 に 資 す る た め 交 付 さ れ る も の で あ る こ と を 認 識

し 、 流 山 市 議 会 政 務 調 査 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 （ 平 成 13 年 流

山 市 条 例 第 1 号 。 以 下 「 政 務 調 査 費 条 例 」 と い う 。） に 定 め る

と こ ろ に よ り 適 正 に 執 行 し な け れ ば な ら な い 。  

２  政 務 調 査 費 の 収 支 報 告 書 及 び 会 計 帳 簿 は 、積 極 的 に 公 表 し な

け れ ば な ら な い 。  

３  議 会 は 、 政 務 調 査 費 条 例 の 改 正 に 当 た っ て は 、 議 会 の 役 割 及

び 活 動 状 況 を 踏 ま え 、 議 会 内 で 十 分 に 検 討 す る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第 1 7 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、 委 員 会 の も つ 専 門 性 と 特 性 を 活 か し て 、 市 政 の 諸 課

題 に 適 切 に 対 応 す る 運 営 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 委 員 会 は 適 切 な 運 営 に 当 た っ て 、 多 様 な 意 見 聴 取 の 手 法 と し

て 、 必 要 に 応 じ て 法 に 基 づ く 参 考 人 制 度 や 公 聴 会 制 度 を 十 分 活

用 し て い く こ と に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

③ 委 員 会 に お い て も 、 公 正 性 、 透 明 性 を 心 が け る こ と は 勿 論 の

こ と 、 市 民 に わ か り や す い 審 査 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。 

④ 委 員 会 は 、 現 在 、 特 別 な 事 情 を 除 く ほ か 、 許 可 制 で は な く 原

則 公 開 さ れ お り 、 今 後 も 委 員 会 条 例 に 沿 っ た 透 明 性 の あ る 開 か

れ た 運 営 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 1 8 条 の 解 説 ◆  

① 法 を 根 拠 と す る 政 務 調 査 費 の 交 付 に 関 し て 、既 定 の 条 例 、規 則

を 遵 守 し 、公 正 性 、透 明 性 の 観 点 か ら 収 支 報 告 書 及 び 会 計 帳 簿 に

つ い て は 、情 報 公 開 コ ー ナ ー に お い て 公 開 し 、さ ら に 市 議 会 ホ ー

ム ペ ー ジ に お い て も 積 極 的 に 掲 載 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。ま

た 、領 収 書 の 公 開 に つ い て は 、流 山 市 情 報 公 開 条 例（ 平 成 ９ 年 流

山 市 条 例 第 １ 号 ） に 準 じ て 行 っ て い ま す 。  
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第 ８ 章  議 会 及 び 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備  

（ 議 員 研 修 の 充 実 強 化 ）  

第 １ ９ 条  議 会 は 、 こ の 条 例 の 理 念 を 議 員 間 で 共 有 す る た め 、 一

般 選 挙 を 経 た 任 期 開 始 後 、 速 や か に 、 こ の 条 例 に 関 す る 研 修 を

行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  議 会 は 、 議 員 の 政 策 形 成 及 び 立 案 能 力 の 向 上 を 図 る た め 、 議

員 研 修 の 充 実 強 化 を 図 る も の と す る 。  

３  議 会 は 議 員 研 修 の 充 実 強 化 に 当 た り 、広 く 各 分 野 か ら 専 門 的

知 識 を 取 り 入 れ る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 ）  

第 ２ ０ 条  議 会 は 、 議 会 の 政 策 提 案 機 能 、 立 法 機 能 、 監 視 機 能 及

び 調 査 機 能 を 補 助 さ せ る た め 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 を 行 う も

の と す る 。  

２  議 長 は 、 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 の た め 、 大 学 等 研 究 機 関 並 び

に 専 門 的 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の 積 極 的 な 活 用 を 図 る こ

と が で き る 。  

◆ 第 1 9 条 の 解 説 ◆  

① 一 般 選 挙 後 を 経 た 任 期 開 始 後 、 こ の 条 例 の 理 念 を 共 有 す る た

め に 、 全 議 員 へ の 研 修 を 義 務 付 け る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 員 の 資 質 向 上 お よ び 政 策 形 成 、 立 案 能 力 の 向 上 を 目 的 と し

た 議 員 研 修 の 充 実 強 化 を 図 っ て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

③ 前 項 に 定 め る 議 員 研 修 で は 、 多 岐 に わ た る 政 策 課 題 に 対 応 す

る た め 、 各 分 野 か ら の 専 門 的 知 識 を 取 り 入 れ た 研 修 に 努 め て い

く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 政 務 調 査 費 条 例 の 改 正 に 当 た っ て は 、行 財 政 改 革 の 側 面 だ け で

な く 、本 市 が 抱 え る 課 題 や 、将 来 展 望 な ど 総 合 的 な 見 地 か ら 、議

会 の 役 割 や 活 動 状 況 を 踏 ま え て 十 分 議 論 す る こ と を 規 定 し て い

ま す 。  
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（ 議 会 図 書 室 の 利 用 ）  

第 ２ １ 条  議 会 は 、議 員 の 政 策 形 成 及 び 立 案 能 力 の 向 上 を 図 る た

め 、 議 会 図 書 室 の 図 書 の 充 実 に 努 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、議 会 図 書 室 の 市 民 に よ る 利 用 を 積 極 的 に 推 進 し な け

れ ば な ら な い 。  

３  議 会 図 書 室 の 管 理 に つ い て は 、 流 山 市 議 会 図 書 室 管 理 規 程

（ 平 成 ２ ０ 年 流 山 市 議 会 訓 令 第 １ 号 ） に 定 め る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 議 会 広 報 の 充 実 ）  

第 ２ ２ 条  議 会 は 、市 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ 等 の 情 報 通 信 技 術 の 発 達

を 踏 ま え た 多 様 な 広 報 手 段 を 活 用 し 、多 く の 市 民 が 議 会 及 び 市

政 へ の 関 心 を 高 め る た め の 体 制 整 備 並 び に 議 会 広 報 活 動 の 充

実 強 化 に 努 め る も の と す る 。  

 

 

 

◆ 第 2 0 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 の 政 策 提 案 機 能 等 を 補 助 す る 、 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 に

つ い て 規 定 し て い ま す 。  

② 事 務 局 職 員 の 任 命 権 者 で あ る 議 長 は 、 前 項 に 規 定 す る 議 会 事

務 局 の 体 制 整 備 の た め 、 大 学 研 究 機 関 や 専 門 家 等 と 積 極 的 な 連

携 を 図 り 、 補 助 機 能 や 専 門 性 の 充 実 強 化 を 図 る こ と が 出 来 る こ

と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 2 1 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、法 第 1 0 0 条 1 7 項 の「 議 会 図 書 室 の 設 置 」規 定 に よ り 、

官 報 、 広 報 、 刊 行 物 の 公 文 書 の 保 管 義 務 は 当 然 で あ る が 、 議 員

の 政 策 形 成 及 び 立 案 能 力 向 上 の た め 、 関 連 図 書 を 充 実 す る こ と

規 定 し て い ま す 。 ② 唯 一 、 過 去 の 議 事 録 や 議 会 に 関 す る 文 書 を

保 管 し て い る の が 議 会 図 書 室 で あ る こ と か ら 、 市 民 へ の 情 報 公

開 の 面 か ら も 、 市 民 に よ る 利 用 を 積 極 的 に 推 進 す る こ と を 規 定

し て い ま す 。  

◆ 第 2 2 条 の 解 説 ◆  

本 条 例 の 第 ９ 条 で 積 極 的 な 情 報 公 開 を 規 定 し て い ま す が 、 こ こ

で は 、 そ の 具 体 的 手 段 と し て 、 市 政 の 重 要 な 情 報 を 市 民 に 周 知

す る た め に 、 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ な ど Ｉ Ｃ Ｔ （ イ ン フ ォ メ ー シ ョ

ン ＆ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン テ ク ノ ロ ジ ー ／ 情 報 通 信 技 術 ） の 発 達

を 踏 ま え た 広 報 の 充 実 に 努 め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（ 専 門 的 知 見 の 活 用 ）  

第 ２ ３ 条  議 会 は 、 市 の 直 面 す る 重 要 課 題 に 対 応 す る た め 、 法 第

１ ０ ０ 条 の ２ の 規 定 に よ り 、大 学 等 研 究 機 関 と の 連 携 又 は 専 門

的 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の 積 極 的 な 活 用 を 図 る こ と が で

き る 。  

 

 

 

 

 

 

第 ９ 章  議 員 の 政 治 倫 理 、 身 分 及 び 待 遇  

（ 議 員 の 政 治 倫 理 ）  

第 ２ ４ 条  議 員 は 、市 民 の 代 表 と し て 名 誉 と 品 位 を 損 な う 行 為 を

慎 み 、 ま た 、 そ の 地 位 を 利 用 し て 不 正 の 疑 惑 を 持 た れ る お そ れ

の あ る 行 為 を し な い な ど 、 議 員 と し て の 責 務 を 正 し く 認 識 し 、

議 会 の 一 員 と し て 、 そ の 使 命 の 達 成 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

２  議 員 は 、 流 山 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例 （ 平 成 １ ９ 年 流 山 市 条

例 第 １ ８ 号 。 以 下 「 政 治 倫 理 条 例 」 と い う 。） を 、 遵 守 し な け

れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

（ 議 員 定 数 ）  

第 ２ ５ 条  議 員 定 数 は 、 流 山 市 議 会 議 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 （ 平

成 １ ４ 年 流 山 市 条 例 第 ２ ５ 号 ） で 定 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、 議 員 定 数 の 改 正 に 当 た っ て は 、 参 考 人 制 度 及 び 公 聴

会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る こ と に よ り 、 市 民 の 意 向 を 把 握 し 、 本

市 の 実 情 に あ っ た 定 数 を 検 討 す る も の と す る 。  

◆ 第 2 3 条 の 解 説 ◆  

市 の 直 面 す る 重 要 課 題 に 対 応 す る た め に 、 議 会 自 ら が イ ニ シ ア

チ ブ を と っ て 、 大 学 等 研 究 機 関 （ 専 門 的 知 見 ） や 専 門 家 等 と の

連 携 を 積 極 的 に 活 用 し 、 そ の 重 要 課 題 の 解 決 を 行 う こ と が で き

る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

◆ 第 2 4 条 の 解 説 ◆  

議 員 の 活 動 は 多 様 で あ り 、 政 治 倫 理 の 判 断 は 単 純 で は な い も の

の 、 議 員 の 地 位 を 悪 用 し た 不 正 な 口 利 き な ど を し な い 等 、 議 員

の 責 務 を 正 し く 認 識 し 、 政 治 倫 理 条 例 を 遵 守 し た 議 員 活 動 を 行

う こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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３  議 員 が 議 員 定 数 を 改 正 す る 議 案 を 提 出 す る に 当 た っ て は 、改

正 理 由 の 説 明 を 付 し て 、 議 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 議 員 報 酬 ）  

第 ２ ６ 条  議 員 報 酬 は 、流 山 市 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 及 び 費 用 弁 償

等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ３ １ 年 流 山 市 条 例 第 ６ ４ 号 ） で 定 め る 。 

２  議 会 は 、 議 員 報 酬 の 改 正 に 当 た っ て は 、 参 考 人 制 度 及 び 公 聴

会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る こ と に よ り 、市 民 の 意 向 を 把 握 す る こ

と が で き る 。  

３  議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 把 握 し た 結 果 に つ い て 、 市 長 に 提

出 す る こ と が で き る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

第 １ ０ 章  条 例 の 検 証 及 び 見 直 し 手 続  

（ 条 例 の 検 証 及 び 見 直 し 手 続 ）  

第 ２ ７ 条  議 会 は 、 別 に 期 間 を 定 め 、 こ の 条 例 の 目 的 が 達 成 さ れ

て い る か ど う か を 議 会 運 営 委 員 会 に お い て 検 証 し 、そ の 結 果 を

市 民 に 積 極 的 に 公 表 す る も の と す る 。  

◆ 第 2 5 条 の 解 説 ◆  

① 議 員 定 数 に つ い て は 、 行 財 政 改 革 の 側 面 だ け で な く 、 本 市 が

抱 え る 課 題 や 、 人 口 な ど の 将 来 展 望 に つ い て 、 参 考 人 制 度 等 の

活 用 に よ り 市 民 の 意 向 を 把 握 し な が ら 総 合 的 に 検 討 し て い く こ

と を 規 定 し て い ま す 。  

② 定 数 の 改 正 は 、 市 長 の 提 案 権 は 認 め る も の の 、 市 民 へ の 説 明

責 任 を 果 た す た め に も 、 議 員 が 提 案 す る 場 合 は 、 総 合 的 な 検 討

に 基 づ い た 十 分 な 説 明 を 行 う も の と 規 定 し て い ま す 。 な お 、 市

民 か ら の 直 接 請 求 に つ い て は 、 こ の 限 り で は あ り ま せ ん 。  

◆ 第 2 6 条 の 解 説 ◆  

① 報 酬 の 改 正 に つ い て は 、 定 数 の 改 正 と 同 様 、 総 合 的 に 判 断 す

る 必 要 が あ る た め 、 参 考 人 制 度 や 公 聴 会 制 度 な ど を 活 用 し 、 市

民 の 意 向 を 把 握 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 会 は 、 把 握 し た 結 果 に つ い て 、 議 長 を 通 じ て 市 長 に 提 出 で

き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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２  議 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 検 証 の 結 果 、 制 度 の 改 善 が 必 要 な

場 合 は 、こ の 条 例 の 改 正 を 含 め て 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す

る 。  

 

 

 

と  

 

 

 

 

附  則  

 こ の 条 例 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （ 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ ３ 日 条 例 第 １ 号 ）  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

◆ 第 2 7 条 の 解 説 ◆  

① 条 例 の 検 証 と そ の 結 果 の 公 表 に つ い て 規 定 し て い ま す 。 こ の

条 例 の 検 証 に つ い て は 、 特 別 委 員 会 の 議 論 の 中 で は 原 則 ２ 年 毎

が 望 ま し い と さ れ 、 検 証 方 法 及 び 公 表 方 法 を 含 め た 期 間 な ど の

詳 細 に つ い て は 、 議 会 運 営 委 員 会 で 決 定 す る も の と し て い ま す 。 

② 検 証 の 結 果 を 受 け 、 必 要 に 応 じ て そ の 適 切 な 対 応 措 置 を 講 じ

る こ と を 規 定 し て い ま す 。  


